
議 会 の 動 き  
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合志市議会だより 
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池
永
　
幸
生
 
議
員
 

坂
本
　
武
人
 
議
員
 

女
性
管
理
職
ゼ
ロ
 

付
属
機
関
の
設
置
及
び
運
営
に
 

関
す
る
ル
ー
ル
化
を
 

松
井
　
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
の
支
援
の

た
め
の
緊
急
保
証
制
度
に
つ
い
て
、
信
用

保
証
協
会
に
よ
る
１
０
０
％
保
証
の
徹
底
、

認
定
事
務
の
対
応
は
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
て

い
ま
す
か
。
 

産
業
振
興
部
長
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

広
報
に
掲
載
し
、
商
工
会
や
金
融
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
認
定
事
務
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
行
き
た
い
。
 

松
井
　
ア
メ
リ
カ
は
、
黒
人
大
統
領
の
誕

生
で
長
い
間
キ
ン
グ
牧
師
の
夢
だ
っ
た
肌

の
色
で
は
な
く
、
内
な
る
人
格
で
評
価
さ

れ
る
国
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
も
、

子
育
て
日
本
一
の
人
権
意
識
の
高
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
人
権
尊
重
都
市
宣
言

を
！
 

市
長
　
本
市
は
人
権
啓
発
基
本
計
画
を
策

定
し
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
謳
っ
て
い

る
。
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
見
な
が
ら

め
ざ
す
規
模
が
定
ま
っ
た
ら
、
人
権
尊
重

都
市
と
い
う
こ
と
も
目
指
し
て
行
き
た
い
。
 

松
井
　
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
１４
回
必
要
と

さ
れ
る
妊
婦
健
診
に
つ
い
て
、
経
済
的
な

心
配
を
し
な
い
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
１４

回
の
無
料
健
診
の
拡
充
を
求
め
る
が
 

健
康
福
祉
部
長
　
安
心
、
安
全
な
出
産
の

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
妊
婦
が
健
診
費
用

の
心
配
を
せ
ず
に
、
公
費
負
担
の
拡
充
を

す
る
と
政
府
が
打
ち
出
し
て
い
る
。
第
二

次
補
正
予
算
案
の
成
立
を
受
け
て
、
本
市

で
も
実
施
の
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。
た

だ
し
実
施
の
時
期
は
未
定
で
あ
る
。
 

松
井
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
向
け
て
行

政
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、
地
デ

ジ
移
行
の
こ
と
を
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ

の
周
知
徹
底
を
ど
う
す
る
の
か
、
６５
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
、
地

デ
ジ
放
送
受
信
機
の
購
入
、
設
定
の
費
用

を
一
部
補
助
で
き
ま
せ
ん
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
国
と
連
携
し
な
が
ら
市

民
に
周
知
し
て
い
く
。
安
価
な
チ
ュ
ー
ナ

ー
の
開
発
も
さ
れ
て
い
る
。
補
助
に
つ
い

て
は
総
務
省
の
動
向
で
考
え
て
い
く
。
 

 

松
井
美
津
子
 
議
員
 

池
永
　
県
下
初
の
シ
ス
テ
ム
の
試
行
期
間

が
過
ぎ
、
０９
年
度
か
ら
制
度
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
試
行
結
果
の
元
で
の
取
り
組
み
だ

が
ど
の
よ
う
に
施
行
さ
れ
る
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
①
政
策
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
の
確
立
。
②
市
民
起
点
で
の

行
政
体
質
改
革
の
実
現
。
③
政
策
の
再
構

築
と
将
来
に
つ
け
を
残
さ
な
い
事
業
の
選

択
。
④
職
員
間
の
共
通
言
語
と
し
て
の
活

用
、
情
報
の
共
通
化
。
こ
の
４
項
目
の
目

的
に
達
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
市
総

合
計
画
と
連
動
さ
せ
、
課
題
解
決
の
た
め

成
果
主
義
を
優
先
に
行
政
仕
組
み
を
変
え

て
試
行
し
て
い
き
た
い
。
 

池
永
　
事
業
内
容
に
ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド

面
が
あ
る
。
実
績
数
値
が
ハ
ー
ド
面
に
は

表
れ
る
が
、
ソ
フ
ト
面
で
は
評
価
し
づ
ら

い
と
思
う
。
ま
た
、
多
大
な
予
算
を
組
む

わ
け
だ
が
費
用
対
効
果
は
あ
る
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
事
務
事
業
の
中
で
、
ハ

ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
を
分
け
て
は
い
な
い

が
、
成
果
指
標
を
設
定
し
て
い
る
。
し
か

し
数
値
で
計
れ
な
い
も
の
は
、
設
定
し
な

い
。
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
、
議
会
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
ま
ち

づ
く
り
の
道
具
と
し
て
最
大
限
に
活
用
で

き
れ
ば
十
分
の
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
 

池
永
　
必
要
、
不
必
要
の
事
務
評
価
の
色

分
け
で
予
算
の
ス
リ
ム
化
は
図
れ
な
い
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　

職
員
も
ま
だ
完
全

に
理
解
出
来
て
い

な
い
状
態
で
あ
る
。

事
業
内
容
に
つ
い

て
は
修
正
を
し
な

が
ら
ス
リ
ム
化
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
 

   池
永
　
現
在
市
役
所
内
で
女
性
管
理
職
が

１
人
も
在
職
さ
れ
て
い
な
い
。
登
用
を
こ

れ
ま
で
に
も
提
言
し
て
き
た
。
男
女
共
同

参
画
条
例
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。
任
命
権

者
で
あ
る
市
長
は
積
極
的
に
取
り
組
み
を
。
 

市
長
　
実
現
し
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
は
進
め
て
い
る
が
こ
れ
ま

で
女
性
が
不
合
理
、
矛
盾
さ
れ
た
時
代
が

あ
っ
た
。
職
階
の
問
題
も
あ
る
が
、
来
年

の
異
動
で
積
極
的
に
取
り
組
む
。
 

（10月～12月） 

10月2日 
第238回熊本県市議会議長会（玉名市） 

14日 
議会全員協議会 

20日～21日 
産業建設常任委員会所管事務視察研修（都城市ほか） 

23日～24日 
総務常任委員会所管事務視察研修（西都市ほか） 

28日 
九州市議会議長会第3回理事会（宮崎市） 

5日～7日 
菊池地域議長会研修（鹿児島県ほか） 

13日～14日 
議会運営委員会視察研修（霧島市ほか） 

19日 
議会活性化調査研究特別委員会 

19日 
議会全員協議会 

21日 
議会運営委員会 

評価システムの議員研修 

G qe n e r a l u e s t i o nG qe n e r a l u e s t i o n 一 般 質 問  一 般 質 問  一 般 質 問  一 般 質 問  

次の情報媒体は？ 

坂
本
　
情
報
公
開
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
が
、
こ
の
間

情
報
公
開
に
関
す
る
政
策
的
な
変
化
や
行

動
が
見
ら
れ
な
い
。
激
変
し
て
い
く
時
代

を
背
景
に
、
市
民
と
行
政
と
の
適
宜
な
情

報
の
流
通
は
欠
か
せ
な
い
状
況
下
に
お
い

て
、
条
例
で
努
力
規
定
が
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
の
無
作
為
は
遺
憾

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
条
例
の

主
旨
に
沿
い
一
般
市
民
、
情
報
発
信
に
関

す
る
民
間
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
及
び
行
政
か

ら
成
る
情
報
公
開
政
策
の
立
案
に
専
念
し

た
定
期
的
な
研
究
会
設
置
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
市
長
の
ご
見
解
を
伺
い
た
い
。
 

市
長
　
条
例
改
正
後
の
行
動
の
不
十
分
さ

は
自
覚
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
民
主
的

な
行
政
執
行
に
は
情
報
公
開
は
何
よ
り
欠

か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
私
の
理
念
で
も

あ
る
。
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
十

分
論
議
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
 

           

  坂
本
　
各
種
委
員
会
及
び
審
議
会
等
、
い

わ
ゆ
る
付
属
機
関
の
実
態
に
つ
い
て
把
握

し
た
い
。
機
関
の
総
数
と
構
成
人
数
の
総

数
、
更
に
委
員
の
兼
務
の
実
績
に
つ
い
て

状
況
を
伺
い
た
い
。
 

総
務
企
画
部
長
　
５２
機
関
、
６
５
７
名
の

委
員
さ
ん
が
お
ら
れ
、
２
つ
の
機
関
に
重

複
在
籍
さ
れ
て
い
る
方
は
７４
名
、
３
つ
が

１６
名
、
そ
れ
以
上
も
お
ら
れ
最
多
の
方
で

１１
機
関
を
兼
務
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ

る
。
 

坂
本
　
付
属
機
関
の
役
割
は
財
政
力
及
び

組
織
力
の
低
下
が
否
め
な
い
本
市
行
政
に

あ
っ
て
大
変
重
要
で
あ
る
。
ゆ
え
に
政
策

推
進
の
根
拠
と
し
て
絶
対
的
な
信
憑
性
が

不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
得
る
た
め

の
専
門
性
と
民
主
性
を
担
保
で
き
る
明
確

な
ル
ー
ル
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。
 

市
長
　
多
様
な
意
見
を
把
握
す
る
た
め
公

募
制
度
を
活
用
し
て
い
る
が
実
態
が
伴
わ

な
い
の
も
事
実
。
効
果
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
ル
ー
ル
化
に
向
け
て
ご
提
案
を
参
考

に
し
な
が
ら
着
手
し
て
い
き
た
い
。
 

 

 

報 告 

結 果 

議会活性化調査研究特別委員会 

○第１回会議　平成20年11月19日開催 

５つの調査研究事項のうち、優先協議項目の審査 

○第２回会議　平成20年12月19日開催 

行政評価システムによる審査の方法 
（施策評価、事務事業評価、予算審査、決算審査 
　のあり方） 

・予算委員会、決算委員会のあり方 

・費用弁償に関すること 

・政務調査費に関すること 

・会派制に関すること 

・議員報酬に関すること 

期日が決定している予算委員会、決算委員会の 

あり方を優先に審議する事を決定 

先進事例等調査研究し、予算審査は常任委員会へ 

分割付託とすることに決定 


